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▽
変
更
す
る
路
線

旧
セ
ル
ロ
線

（
新
道
完
成
に
伴
い
、
起
点
と

終
点
が
変
更
に
な
っ
た
た
め
で

す
）

▽
新
規
認
定
す
る
路
線

洞
爺
19
号
線

（
農
協
ス
タ
ン
ド
か
ら
洞
爺
寺

下
の
交
点
ま
で
の
旧
道
道
で
す
）

洞
爺
20
号
線

（
不
動
坂
の
改
良
に
伴
う
旧
道

道
で
す
）

次
の
と
お
り
、
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

▽
毛
利
六
男
議
員

・
洞
爺
村
立
小
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て

・
児
童
、
生
徒
へ
の
防
犯
対
策
に

つ
い
て

・
へ
き
地
保
育
所
の
設
置
位
置
に

つ
い
て

▽
五
十
嵐
篤
雄
議
員

・
平
成
十
七
年
度
村
政
執
行
方
針

に
つ
い
て

・
二
町
村
の
合
併
へ
の
取
組
み
に

つ
い
て

▽
高
橋
利
典
議
員

・
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

・
非
常
勤
嘱
託
職
員
の
公
募
に
つ

い
て

（
質
問
・
答
弁
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

五
月
発
行
予
定
の「
村
議
会
だ
よ

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

豊
浦
町
の
離
脱
を
受
け
、
虻
田

町
と
洞
爺
村
の
二
町
村
で
合
併
を

め
ざ
す
こ
と
に
関
す
る
住
民
説
明

会
が
、
三
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で

の
日
程
で
六
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。冒

頭
、
菊
地
村
長
よ
り
、
豊
浦

町
の
離
脱
の
経
過
、
洞
爺
村
と
し

て
合
併
が
必
要
と
判
断
し
た
理
由

及
び
虻
田
町
・
洞
爺
村
に
よ
る
合

併
協
議
会
継
続
の
理
由
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
こ
の
中
で
、
村

長
は
、「
財
政
状
況
の
悪
化
な
ど
本

村
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

を
総
合
的
に
考
え
て
、
洞
爺
村
は

合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
す
し
か
生
き
る

道
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、
二

町
村
の
合
併
に
理
解
を
求
め
ま
し

た
。ま

た
、
合
併
は
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
思
に
よ
る
こ
と
の
立
場
か
ら
、

二
町
村
で
合
併
を
め
ざ
す
こ
と
に

関
す
る
住
民
意
思
の
確
認
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

・
調
査
対
象
者
千
五
百
八
十
一
人

・
回
答
者
千
二
百
十
三
人

︵
回
収
率
76
・
72
％
︶

・
賛
成
者
八
百
六
十
六
人

︵
71
・
39
％
︶

・
反
対
者
三
百
四
十
二
人

︵
28
・
20
％
︶

・
賛
否
不
明
五
人
︵
０
・
41
％
︶

続
い
て
、
三
月
二
十
六
日
に
は
、

総
合
セ
ン
タ
ー
と
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
虻
田
町
と

洞
爺
村
の
二
町
村
で
協
議
決
定
し

た
内
容
や
合
併
申
請
に
関
す
る
手

続
き
等
の
日
程
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
三
月
二
十
八
日
合
併

協
定
調
印
式
、
三
月
二
十
九
日
第

二
回
洞
爺
村
議
会
臨
時
会
で
の
合

併
関
連
議
案
の
可
決
、
三
月
三
十

日
北
海
道
へ
の
合
併
申
請
書
の
提

出
と
、
来
年
三
月
の
『
洞
爺
湖
町
』

誕
生
に
向
け
て
、
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

住
民
説
明
会
・
住
民
意
思
の
確
認
調
査

﹃
洞
爺
湖
町
﹄
誕
生
に
向
け
て

一

般

質

問

洞
爺
村
道
路
線
の
変
更

及
び
認
定
に
つ
い
て


